
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
伊
深
町
に
あ
る
正
眼
寺
の
歴
史
は
、
元
徳
一
一
年
（
二
一
一
一
一
一
○
）
に
の
ち
の
妙
心
寺
の
開
祖
と
な
る
関
山
慧
玄

（
無
相
大
師
）
が
宗
峰
妙
超
天
燈
国
師
）
の
印
可
状
を
受
け
、
京
の
地
を
去
り
伊
深
の
地
に
小
庵
を
結
び
、
聖
胎
長
養
に
励
ん
だ
こ

（
１
）

と
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
師
妙
超
が
建
武
四
年
（
一
一
二
一
二
七
）
に
没
し
、
関
山
は
妙
超
の
推
挙
に
よ
り
花
園
法
皇
の

師
と
な
り
京
へ
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
。
法
皇
は
暦
応
五
年
〈
一
一
一
一
四
二
・
康
永
改
元
）
正
月
院
宣
を
下
し
、
関
山
に
仁
和
寺
花
園
御
所

跡
を
管
領
さ
せ
、
同
年
十
一
月
に
は
光
厳
上
皇
に
宛
て
処
分
状
を
出
し
、
仁
和
寺
の
寺
域
内
に
あ
っ
た
花
園
御
所
跡
を
妙
心
寺
の

くつ】）

塔
頭
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
寺
の
基
礎
が
定
め
ら
れ
た
。
関
山
帰
京
後
の
伊
深
（
も
と
は
揖
深
と
称
し
た
）
に
は
、
そ
の
足
跡
を
慕

い
多
く
の
修
行
者
が
訪
れ
た
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
錐
翁
慧
勤
が
当
地
を
訪
れ
草
庵
を
結
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
詳
し
い
こ

と
は
わ
か
ら
な
い
。
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
太
極
唯
一
が
伊
深
を
訪
れ
、
同
一
一
一
年
禅
徳
庵
の
梅
蔓
玄
興
と
と
も
に
初
祖
山
円
成
寺

を
創
建
し
た
。
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
四
月
に
は
領
主
で
旗
本
の
佐
藤
成
次
（
吉
次
）
に
よ
り
太
極
へ
敷
地
と
用
材
が
寄
進
ざ
れ
造

（
３
）

営
が
行
わ
れ
、
妙
法
山
正
眼
寺
と
改
め
た
。
一
」
の
太
極
が
第
一
世
住
持
で
あ
り
、
当
該
期
に
は
妙
心
寺
の
四
塔
頭
に
模
し
て
寛
文

十
一
年
に
徳
光
庵
（
東
海
派
）
が
、
翌
十
二
年
に
は
見
桃
庵
霊
雲
派
）
、
大
亀
庵
（
龍
泉
派
）
、
不
二
庵
（
聖
澤
派
）
が
落
成
し
た
。
こ
れ

正
眼
寺
開
山
無
相
大
師
四
五

は
じ
め
に

○
年
遠
諒
法
要
に
つ
い
て

鈴
木
重
喜
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ら
を
四
庵
と
称
し
、
本
山
の
四
塔
頭
東
海
庵
・
霊
雲
院
・
龍
泉
庵
・
聖
澤
院
を
四
本
庵
と
い
っ
た
。

太
極
の
引
退
後
の
延
宝
六
年
（
六
七
八
）
二
世
石
禅
玄
鉄
以
後
は
、
輪
番
住
持
制
と
な
る
。
こ
れ
は
本
山
の
例
に
倣
い
、
正
眼

寺
四
庵
の
上
に
輪
番
住
持
を
置
き
、
輪
番
住
持
は
四
本
庵
か
ら
交
互
に
前
堂
職
を
派
遣
す
る
も
の
で
任
期
は
一
年
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
正
眼
寺
に
は
安
永
十
年
（
一
七
八
一
・
天
明
改
元
）
二
月
よ
り
弘
化
一
一
一
年
（
一
八
四
六
）
二
月
ま
で
の
江
戸
時
代
の
「
記

（
４
）

録
」
「
留
書
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
は
、
年
中
行
事
や
本
山
と
の
書
簡
の
や
り
と
り
な
ど
寺
務
に
関
す
る
も
の
以
外

に
、
伊
深
村
に
陣
屋
を
構
え
る
旗
本
佐
藤
家
や
村
へ
の
祠
堂
金
の
貸
付
、
佐
藤
家
役
人
と
の
交
流
な
ど
領
主
サ
イ
ド
の
家
政
問
題

に
ま
で
関
わ
る
記
事
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
「
記
録
」
「
留
書
」
に
み
ら
れ
る
寺
内
の
年
中
行
事
の
う
ち
毎
年
九
月
十
」
一
日
に
催

〈一⑩）

さ
れ
る
の
が
開
山
忌
で
あ
り
、
五
十
年
目
ご
と
に
は
現
在
で
も
大
連
認
（
大
年
忌
）
が
行
わ
れ
る
。
正
眼
寺
の
記
録
で
は
宝
『
水
ル
ハ
年

（
一
七
○
九
）
の
三
五
○
年
遠
謀
か
ら
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
特
に
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
の
四
五
○
年
遠
諌
に
つ
い

て
は
、
そ
の
法
要
当
日
に
至
る
経
緯
が
「
記
録
」
「
留
書
」
に
も
留
め
ら
れ
て
い
る
。
正
眼
寺
の
大
遠
謀
は
本
山
の
大
遠
謀
の
前
年

の
九
月
十
二
日
に
予
修
さ
れ
る
の
が
定
例
で
あ
る
が
、
こ
の
大
遠
韓
に
限
っ
て
は
本
山
の
指
示
に
よ
り
延
期
さ
れ
、
翌
年
の
一
一
月

に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
正
眼
寺
の
四
五
○
年
遠
謀
法
要
へ
の
準
備
と
対
応
、
ま
た
そ
の
法
要
の
意
義
に
つ
い
て
明
か

に
し
た
い
。．
、
了
心
庵
庫
裡
火
災
事
件
と
庫
裡
の
再
建

（
二
火
災
の
発
生
と
人
々
の
対
応

関
山
が
亡
く
な
っ
た
の
は
延
文
五
年
（
一
三
六
○
）
と
さ
れ
る
。
開
山
四
五
○
年
遠
謹
は
、
文
化
六
年
二
八
○
九
）
が
正
当
年
に

あ
た
り
、
正
眼
寺
で
は
文
化
六
年
二
月
十
一
一
刑
に
、
妙
心
寺
で
は
文
化
六
年
九
月
十
二
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
正
眼
寺
の
遠
謀
は
、

本
山
の
前
年
の
九
月
十
二
日
に
予
修
さ
れ
る
の
が
定
例
で
あ
り
、
実
施
年
の
七
年
前
か
ら
準
備
が
開
始
さ
れ
る
が
、
結
果
と
し
て
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（
７
）

（
８
）

正
眼
寺
で
は
、
佐
藤
家
陣
屋
の
代
官
山
本
猪
助
・
次
席
清
水
安
兵
術
や
加
治
田
の
役
人
始
め
隣
村
の
諸
圭
寸
院
、
そ
の
ほ
か
村
々

の
役
人
、
諸
出
入
り
の
も
の
の
火
事
見
舞
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
暮
れ
六
つ
頃
よ
り
高
張
り
挑
灯
を
門
外
、
玄
関
、
霊
屋
坂
、

夜
番
場
所
の
四
カ
所
へ
出
し
、
陣
屋
で
は
了
心
庵
夜
番
と
し
て
と
番
五
人
、
下
番
一
五
人
を
出
し
て
警
備
に
あ
た
ら
せ
、
寺
側
で

は
徳
光
庵
塔
主
古
恭
が
見
廻
り
に
あ
た
っ
た
。
四
つ
時
前
、
徳
光
・
見
桃
・
不
二
の
三
塔
主
、
侍
衣
が
食
堂
に
列
座
し
、
霊
屋
当

番
の
大
亀
庵
塔
主
定
淵
を
呼
出
し
、
火
災
に
つ
い
て
の
吟
味
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
吟
味
で
は
定
淵
が
手
過
ぎ
不
調
法
を
認
め
た
た

霊
供
膳
椀
な
ど
が
焼
失
し
た
。

半
年
延
期
さ
れ
、
異
例
の
住
持
交
代
時
期
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
寺
で
は
七
年
前
の
享
和
元
年
（
一
八
○
二
か
ら
経
費

の
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
方
丈
の
屋
根
な
ど
の
修
復
に
取
掛
か
る
が
、
そ
の
最
中
思
わ
ぬ
事
件
が
起
こ
る
。
そ
れ
が
享
和
三
年

の
了
心
庵
庫
裡
火
災
事
件
で
あ
り
、
こ
の
事
件
が
起
き
た
た
め
に
遠
諒
法
要
が
延
期
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
ず

こ
の
事
件
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

八
月
晦
日
九
シ
半
了
心
庵
庫
裡
の
窯
元
よ
り
火
災
が
起
き
た
。
了
心
庵
と
は
太
極
へ
敷
地
と
用
材
を
寄
進
し
た
佐
藤
家
三
代
成

次
（
了
心
院
殿
月
皎
宗
智
大
居
士
）
の
霊
屋
廟
堂
で
あ
り
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
完
成
し
て
い
る
。
現
在
も
そ
の
廟
堂
の
東
側
に

は
渡
り
廊
下
で
繋
が
れ
た
瓦
葺
き
の
家
屋
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
霊
屋
番
の
宿
泊
す
る
庫
裡
は
そ
の
場
所
に
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
正
眼
寺
で
は
陣
屋
へ
届
け
、
近
郷
へ
早
鐘
を
も
っ
て
知
ら
せ
、
ま
ず
霊
屋
に
あ
る
像
を
始
め
世
代
牌
、
諸
什
器
、
そ
の

ほ
か
宝
蔵
の
寄
付
物
な
ど
を
す
ぐ
に
片
付
け
、
と
り
あ
え
ず
大
亀
庵
へ
移
し
た
。
そ
こ
へ
陣
屋
役
人
は
じ
め
村
中
の
男
子
が
駆
付

（
６
）

け
、
近
郷
に
あ
る
旗
本
大
嶋
家
の
加
治
田
役
所
（
地
詰
役
人
平
井
・
服
部
両
家
）
か
ら
も
、
役
人
を
始
め
町
家
の
人
夫
数
十
人
が
纏
・

水
寵
・
龍
咄
水
な
ど
の
用
具
を
持
っ
て
や
っ
て
来
た
。
そ
の
ほ
か
の
村
の
人
夫
も
追
々
集
ま
り
、
村
名
を
染
付
け
た
纏
を
お
の
お

の
が
持
参
し
、
廟
堂
・
宝
蔵
な
ど
は
勿
論
の
こ
と
、
常
住
の
大
方
丈
な
ら
び
に
昭
堂
、
そ
の
ほ
か
二
カ
所
の
第
屋
な
ど
ま
で
火
の

粉
が
降
り
か
か
ら
な
い
よ
う
防
ぎ
、
よ
う
や
く
七
つ
時
前
に
鎮
火
し
た
。
し
か
し
、
庫
裡
お
よ
び
廊
下
や
了
心
院
殿
ほ
か
世
代
の
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渡
さ
れ
た
。

め
、
侍
衣
宛
の
口
書
を
書
か
せ
た
上
で
、
ま
ず
は
謹
慎
す
る
よ
う
に
申
渡
し
、
霊
屋
当
番
は
見
桃
庵
塔
主
元
李
が
代
っ
て
勤
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
夜
中
三
塔
主
は
相
談
を
し
、
陣
屋
へ
の
達
書
や
絵
図
を
認
め
、
定
淵
の
口
書
の
写
を
あ
わ
せ
て
翌
九
月
一

日
に
陣
屋
へ
届
け
る
と
と
も
に
、
一
方
で
同
様
の
も
の
に
住
持
教
林
慧
誠
の
書
状
を
付
し
て
不
二
庵
塔
主
宜
泰
に
託
し
、
本
山
へ

の
使
者
と
し
て
立
て
た
。
翌
二
日
に
は
、
使
僧
を
遣
わ
し
て
四
隣
刹
（
龍
安
寺
・
禅
徳
寺
・
卜
雲
庵
・
放
光
寺
）
始
め
加
治
田
辺
の
自
派
・

他
派
の
諸
寺
院
や
加
治
田
役
人
、
火
事
場
へ
駆
付
け
た
村
々
の
庄
屋
・
組
頭
な
ど
へ
の
挨
拶
を
済
ま
せ
、
三
日
に
は
門
中
の
寺
院

に
対
し
開
山
忌
の
出
頭
触
を
廻
し
、
見
廻
り
を
受
け
た
村
役
人
や
檀
中
惣
代
へ
の
挨
拶
の
書
付
を
託
し
た
。
四
日
に
は
了
心
院
殿

像
・
世
代
牌
な
ど
を
廟
堂
へ
戻
し
て
い
る
。
十
六
日
の
暮
れ
時
に
は
宜
泰
が
本
山
よ
り
帰
っ
た
。
本
山
か
ら
は
答
書
、
四
本
庵
よ

り
佐
藤
家
当
主
信
顕
へ
の
書
、
住
持
慧
誠
よ
り
佐
藤
信
顕
へ
の
書
案
、
三
塔
主
へ
申
入
れ
の
覚
普
、
大
亀
庵
へ
法
科
申
渡
す
覚
普

都
合
五
通
を
持
帰
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
定
淵
は
閉
門
を
申
渡
さ
れ
、
正
眼
寺
へ
は
了
心
庵
庫
裡
の
仮
屋
を
宝
蔵
に
差
掛
け
て
設

け
、
仮
屋
が
で
き
次
第
こ
れ
ま
で
通
り
勤
番
を
行
う
こ
と
な
ど
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
山
本
猪
助
よ
り
霊
屋
代
勤
の
元
李
を
通

し
、
霊
供
膳
椀
を
新
た
に
仕
替
え
る
と
の
江
戸
よ
り
の
内
意
に
よ
り
、
そ
の
数
や
絵
図
格
好
名
前
を
逐
一
知
ら
せ
る
よ
う
に
と
の

依
頼
が
あ
り
、
寺
で
は
数
．
寸
法
絵
図
格
好
書
を
二
十
六
日
に
陣
屋
へ
届
け
た
。

十
月
十
二
Ｈ
三
塔
主
よ
り
定
淵
の
閉
門
赦
免
願
が
住
持
慧
誠
に
出
さ
れ
、
翌
日
慧
誠
は
自
派
の
龍
泉
庵
執
事
宛
に
口
上
願
習
を

認
め
、
火
災
に
つ
い
て
の
報
告
書
と
と
も
に
本
山
へ
差
出
し
た
。
二
十
二
日
に
は
陣
屋
よ
り
山
本
猪
助
が
入
来
し
、
佐
藤
信
顕
よ

り
の
正
眼
寺
住
持
な
ら
び
に
妙
心
寺
へ
の
返
書
二
通
を
持
参
し
た
。
晦
日
に
は
関
町
飛
脚
よ
り
本
山
よ
り
の
書
状
が
届
く
。
そ
の

書
状
の
内
容
は
定
淵
の
閉
門
赦
免
に
つ
い
て
で
あ
り
、
同
日
三
塔
主
は
定
淵
を
呼
出
し
、
万
丈
束
の
間
で
維
那
に
よ
り
そ
れ
が
申

定
淵
は
、
十
一
月
八
日
に
は
表
向
き
の
出
勤
が
認
め
ら
れ
た
が
、
霊
屋
番
帰
役
に
つ
い
て
の
住
持
の
意
向
は
本
山
の
指
揮
に
委

ね
る
こ
と
と
し
、
十
九
日
付
の
龍
泉
庵
執
事
宛
の
書
状
で
伺
い
を
立
て
た
。
そ
の
際
に
了
心
庵
下
地
有
形
の
絵
図
と
再
建
絵
図
と
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し
て
立
て
る
こ
と
を
決
め
た
。
宜
泰
皿

の
書
状
を
携
え
帰
着
し
た
。
本
山
で

要
で
あ
る
と
し
、
再
建
を
許
可
し
た
。

正
眼
寺
で
は
本
山
よ
り
の
指
示
を
受
け
、
了
心
庵
庫
裡
再
建
積
書
と
絵
図
の
作
成
に
取
掛
か
っ
た
。
三
月
十
一
一
日
に
四
庵
が
出

入
り
の
伊
深
村
大
工
勝
治
を
呼
び
、
旧
地
検
分
と
し
て
間
数
改
め
・
縄
張
り
な
ど
を
ざ
せ
絵
図
の
依
頼
を
し
て
い
る
。
十
三
日
に

は
絵
図
の
草
案
が
で
き
た
が
、
住
持
は
す
ぐ
に
は
承
知
せ
ず
、
も
う
一
度
練
る
よ
う
四
庵
へ
差
戻
し
た
。
四
庵
で
は
不
二
庵
宜
泰

が
核
と
な
り
一
同
で
そ
の
絵
図
に
つ
い
て
考
え
、
で
き
る
だ
け
経
費
を
落
と
す
た
め
に
勝
治
の
ほ
か
加
治
田
村
利
右
衛
門
な
ど

二
・
三
人
の
大
工
へ
見
積
り
を
取
る
よ
う
依
頼
し
た
。
五
月
一
日
正
眼
寺
で
は
再
建
の
説
明
の
た
め
に
宜
泰
を
本
山
へ
の
使
僧
と

し
て
立
て
る
こ
と
を
決
め
た
。
宜
泰
は
絵
図
面
と
大
工
方
材
木
瓦
等
積
書
を
も
っ
て
十
日
京
都
へ
出
立
し
、
一
一
十
六
日
本
山
か
ら

の
書
状
を
携
え
帰
着
し
た
。
本
山
で
は
見
積
り
三
件
の
う
ち
で
下
積
り
の
も
の
へ
申
付
け
、
後
々
の
た
め
丈
夫
に
建
て
る
の
が
専

を
あ
わ
せ
て
送
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
翌
文
化
元
年
二
月
の
新
住
持
貢
崖
素
琳
の
下
向
の
時
に
は
定
淵
の
霊
屋
番
帰
役
が
許
さ
れ

た
が
、
了
心
庵
庫
裡
の
再
建
の
準
備
が
整
っ
た
五
月
二
十
七
日
に
は
病
気
を
理
由
に
引
退
が
認
め
ら
れ
、
後
役
の
恵
立
を
推
薦
し

定
淵
は
上
有
知
村
窺
、
美
濃
市
）
に
あ
る
清
泰
寺
へ
移
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
了
心
院
庫
裡
の
火
災
は
伊
深
村
陣
屋
役
人
、
農
民
を
は
じ
め
近
郷
の
大
嶋
家
加
治
田
役
人
、
町
屋
の
人
々
や

村
々
の
人
々
の
協
力
に
よ
り
鎮
火
さ
れ
た
。
こ
の
火
災
の
鎮
火
に
、
領
主
の
支
配
を
超
え
た
近
郷
の
人
々
が
快
く
集
ま
り
荷
担
を

し
た
の
は
、
毎
年
の
開
山
忌
な
ど
に
よ
り
正
眼
寺
が
関
山
と
の
由
緒
を
も
つ
地
方
寺
院
と
し
て
、
地
域
の
人
々
に
広
く
認
知
さ
れ

て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
正
眼
寺
で
は
本
山
と
密
接
に
連
絡
を
取
り
火
災
後
の
事
態
の
収
拾
に
努
め
る
と
と
も
に
、
領
主
佐

藤
家
へ
も
本
山
の
意
向
を
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
。
佐
藤
家
で
は
伊
深
村
へ
金
五
○
○
疋
、
加
治
田
町
へ
金
二
○
○
疋
を
遣
わ
し

て
防
火
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
正
眼
寺
へ
は
霊
供
膳
料
と
し
て
金
三
両
を
寄
付
し
た
。

（
二
）
了
心
庵
庫
裡
の
再
建
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本
山
の
許
可
を
受
け
て
宜
泰
は
大
工
の
勝
治
へ
再
建
の
意
志
を
今
一
度
確
認
し
よ
う
と
し
た
が
す
ぐ
に
は
ｒ
解
せ
ず
、
勝
治
が

腹
を
決
め
た
の
は
六
月
四
日
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
勝
治
に
は
再
び
積
書
を
差
出
す
よ
う
申
入
れ
、
い
よ
い

よ
勝
治
へ
申
付
け
ら
れ
た
時
に
は
、
請
合
い
の
書
付
に
村
役
人
等
に
捺
印
を
さ
せ
、
四
庵
が
立
会
い
納
所
寮
へ
申
渡
す
こ
と
を
取

決
め
た
。
四
庵
で
は
勝
治
か
ら
の
積
書
と
請
合
い
書
付
の
草
案
に
加
筆
し
、
も
う
一
度
差
出
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
九
日
大
工
勝

治
を
呼
び
四
庵
・
納
所
が
列
席
し
提
出
さ
れ
た
積
書
の
通
り
造
営
す
る
よ
う
書
付
で
申
渡
し
た
。
十
二
日
正
眼
寺
で
は
再
建
絵
図

に
住
持
貰
崖
の
口
上
書
を
添
え
て
陣
屋
へ
届
け
た
。
陣
屋
で
は
清
水
安
兵
衛
が
対
応
し
た
。
清
水
が
い
う
に
は
、
そ
の
再
建
に
つ

い
て
日
分
の
存
念
で
本
山
は
勿
論
の
こ
と
、
四
庵
の
心
配
に
つ
い
て
関
東
へ
報
告
は
し
た
が
、
何
分
ご
存
じ
の
よ
う
に
主
人
は
小

身
で
あ
る
の
で
再
建
の
手
伝
い
は
お
ろ
か
、
扶
助
の
寄
付
な
ど
も
で
き
な
い
と
の
知
ら
せ
が
あ
り
、
面
目
な
い
と
し
、
人
足
な
ら

び
に
石
な
ど
に
つ
い
て
は
相
談
次
第
に
対
応
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
正
眼
寺
で
は
十
四
日
に
衆
議
を
も
ち
、
石
に
つ
い
て
は

少
々
不
足
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
佐
藤
家
よ
り
申
受
け
る
こ
と
、
人
足
に
つ
い
て
は
村
方
人
足
は
無
調
法
で
間
に
合
わ
な
い
の
で
、

普
請
中
職
人
飯
料
と
し
て
四
庵
よ
り
玄
米
二
○
石
を
寄
付
し
、
職
人
で
代
用
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

八
月
八
日
に
は
陣
屋
よ
り
了
心
庵
庫
裡
の
柱
石
に
つ
い
て
屋
敷
山
に
て
負
担
す
る
と
の
回
答
が
あ
り
、
九
月
七
日
に
は
人
足
の

代
り
の
職
人
飯
料
と
し
て
玄
米
五
石
の
寄
付
が
さ
れ
た
。
二
十
九
日
に
は
瓦
に
つ
い
て
、
関
の
町
屋
に
あ
る
酒
蔵
沽
却
の
古
瓦
を

代
川
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
却
っ
て
失
費
が
樹
む
と
の
理
由
で
、
最
初
の
見
横
り
通
り
に
稲
山
村
（
現
、
関
血
の
瓦
司
へ
新
た

に
中
付
け
る
こ
と
を
決
め
た
。
十
一
月
七
日
に
は
地
築
き
が
行
わ
れ
、
十
九
日
に
は
柱
石
が
据
え
ら
れ
た
。

翌
文
化
二
年
一
月
八
日
大
工
勝
治
が
釿
始
め
を
寺
側
に
申
出
た
が
、
正
眼
寺
で
は
住
持
の
交
代
の
二
月
に
は
上
棟
で
き
る
よ
う

申
渡
し
た
。
二
十
日
に
は
葺
師
三
人
が
犬
山
よ
り
来
た
。
二
月
に
入
り
寺
側
で
は
勝
治
を
呼
び
、
日
柄
も
い
い
十
九
日
を
上
棟
日

と
決
め
そ
れ
を
申
渡
し
、
十
七
日
に
は
陣
屋
へ
そ
の
日
を
連
絡
し
た
。
十
九
日
に
は
巳
の
上
刻
大
鐘
十
八
声
、
半
鐘
三
通
を
鳴
ら
し
、

四
隣
刹
参
加
の
下
で
上
棟
式
が
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
代
官
の
清
水
氏
は
主
用
の
た
め
欠
席
し
た
。
方
丈
で
は
上
棟
祈
祷
と
し
て
傍
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厳
兇
・
消
災
兜
の
回
向
が
あ
り
、
次
に
本
尊
・
開
山
へ
の
半
斎
調
経
、
鎮
守
調
経
な
ど
を
終
わ
り
、
万
丈
東
の
間
で
は
喫
斎
が
あ

り
、
午
後
は
小
方
丈
で
点
心
が
出
さ
れ
た
。
大
工
へ
は
別
に
食
堂
に
て
喫
斎
が
あ
り
、
四
庵
一
同
が
食
堂
に
て
上
棟
の
祝
詞
を
述

べ
た
。
大
工
方
な
ど
へ
は
祝
儀
が
出
さ
れ
、
四
隣
寺
退
山
の
折
に
は
寺
よ
り
供
物
の
鏡
餅
を
一
団
ず
つ
贈
っ
た
。
五
月
に
は
了
心

庵
庫
裡
が
完
成
し
、
九
日
四
塔
主
・
侍
衣
立
会
い
で
職
人
方
か
ら
受
取
を
済
ま
せ
、
十
一
日
に
は
霊
屋
番
が
新
庫
裡
へ
移
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
了
心
庵
庫
裡
の
再
建
は
正
眼
寺
に
と
っ
て
、
後
に
予
定
さ
れ
る
開
山
四
五
○
年
遠
謹
を
執
行
す
る
上
で
も
早

期
に
完
了
せ
ね
ば
な
ら
な
い
事
業
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
再
建
は
職
人
た
ち
の
工
事
が
滞
る
中
で
寺
側
の
主
導

で
行
わ
れ
た
。
了
心
庵
廟
堂
は
火
災
を
免
れ
た
も
の
の
、
庫
裡
は
廟
堂
と
一
体
で
あ
り
、
ま
た
了
心
庵
を
護
持
す
る
霊
屋
番
の
宿

泊
す
る
場
で
も
あ
り
、
そ
の
庫
裡
を
再
建
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
正
眼

寺
を
創
建
し
か
つ
開
山
に
継
ぐ
人
物
で
あ
る
第
一
世
太
極
と
大
檀
那
の
佐
藤
家
三
代
成
次
と
の
深
い
関
係
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
佐
藤
家
で
は
、
正
眼
寺
の
依
頼
に
応
え
、
家
政
が
困
難
な
中
で
、
庫
裡
の
再
建
の
た
め
の
柱
石
や
職
人
飯
料
の
提
供
を
惜
し

む
こ
と
な
く
行
っ
麺
。

二
、
正
眼
寺
の
遠
謹
法
要
へ
の
準
備
と
対
応

文
化
二
年
二
八
○
五
）
四
月
二
十
七
日
に
は
ま
ず
本
山
よ
り
以
下
の
書
付
が
届
け
ら
れ
る
。

衆
議
啓
、
開
山
国
師
加
号
辰
翰
当
月
二
日
降
賜
致
頂
戴
候
、
因
而
写
一
通
差
遣
候
間
、
回
向
尊
号
可
被
相
加
候
、
不

宣

乙
丑

四
月
十
九
日

聖
澤
院祖
雷
判

霊
雲
院
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す
な
わ
ち
、
そ
の
内
容
は
本
山
四
本
庵
が
開
山
国
師
加
弓
の
辰
翰
を
降
賜
さ
れ
た
旨
の
連
絡
で
あ
り
、
そ
の
写
一
通
を
鑑
遣
わ

す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
開
山
国
師
加
号
の
辰
翰
は
板
に
彫
刻
を
施
さ
れ
法
要
当
Ⅱ
に
掛
け
ら
れ
、
人
々
に
公
開
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
書
付
に
は
追
啓
と
し
て
先
住
持
貢
崖
が
帰
山
の
時
に
披
露
を
し
た
本
川
へ
の
伺
い
の
回
答
が
付
さ
れ
て
い
た
。

正
眼
寺
で
は
、
五
月
十
二
日
付
で
そ
の
内
容
を
す
べ
て
承
知
し
た
旨
の
書
状
を
本
山
四
派
執
事
宛
に
出
し
た
。
そ
れ
に
は
、
開
山

国
師
尊
牌
中
板
の
鋤
直
し
に
つ
い
て
は
当
地
で
は
修
復
で
き
な
い
の
で
送
る
こ
と
、
年
牌
に
つ
い
て
も
う
ま
く
で
き
ず
、
別
紙
寸

法
書
を
添
え
る
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
尊
牌
の
中
板
に
は
諸
回
向
の
案
が
添
え
ら
れ
た
。

閏
八
月
十
五
ｎ
に
は
以
下
の
本
山
よ
り
の
大
年
忌
香
資
触
書
が
蝋
屋
付
瑞
林
寺
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
。

衆
議
啓
、
却
後
近
年
己
巳
歳
開
山
国
師
四
面
五
Ｉ
年
速
諒
相
当
候
故
、
任
先
例
其
年
九
月
十
二
日
大
会
商
令
執
行
候
、

依
之
今
年
四
月
目
性
天
真
国
師
加
号
之
御
辰
翰
降
下
有
之
候
、
則
其
写
壱
通
差
遣
候
条
拝
覧
可
有
之
候

一
香
資
者
別
紙
品
目
之
通
、
却
後
三
年
丁
卯
極
月
迄
本
山
某
宿
坊
迄
無
遅
滞
上
達
可
有
之
候
、
尤
収
券
者
四
派
印
二
而
可
差

（
姓
）

一
有
縁
之
俗
家
ト
ロ
香
資
上
献
之
分
々
、
某
性
名
悉
書
付
可
被
差
山
山
候
、
尤
収
券
可
遣
候

一
及
其
期
候
ハ
、
、
各
々
為
報
恩
登
山
呵
有
之
候
、
尚
又
委
細
と
儀
者
重
而
可
相
触
候

出
候

当
住
持

（
伽
）
ｊ

竜
泉
庵

東
海
庵恵
硯
判

厚
昇
判

道
眼
判
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開
山
国
師
四
百
五
十
年
忌
香
資

一
前
住
和
尚

白
銀
弐
枚

一
座
元
禅
師

白
銀
壱
枚

一
往
末
寺
平
僧

金
子
壱
歩

一
往
末
々
寺
平
僧

不
依
多
少
上
献
可
有
之

一
各
寺
会
下
之
徒

同
断

右
枚
評
定
也
、
但
、
増
献
之
儀
者
可
為
志
次
第
事

こ
れ
は
、
本
山
が
遠
韓
の
香
資
料
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
香
資
は
文
化
四
年
の
十
二
月
ま
で
に
本
山
四
本
庵
宿
坊
ま

右
之
趣
四
庵
相
招
可
被
申
渡
候
、
不
宣

乙
丑

八
月
晦
日

当
住
持

箪匝
庵I

東
海
庵

霊聖
雲澤
院祖院
蕾
判

恵
硯
判

厚
昇
判

全
孝
判
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翌
三
年
正
月
十
四
日
に
は
、
十
一
月
二
十
八
日
付
の
本
山
東
海
派
塔
頭
の
大
雄
院
囿
芳
よ
り
の
書
が
瑞
林
寺
に
よ
り
届
け
ら
れ

た
。
そ
の
内
容
は
、
先
に
本
山
へ
送
っ
た
開
山
国
師
年
牌
の
寸
法
轡
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
再
度
寸
法
瞥
を
作
成
し
、

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
掛
け
る
場
所
な
ど
を
認
め
送
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
住
持
鯉
山
忠
活
は
、
そ
の
年
牌
は
昨
今

は
外
側
正
面
の
西
南
向
き
に
掛
け
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
寸
法
書
と
と
も
に
霊
雲
執
事
宛
に
送
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
い
う

外
側
と
は
万
丈
の
外
側
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
月
二
十
八
日
に
は
本
山
よ
り
、
開
山
国
師
年
牌
の
寸
法
書
通
り
に
名
古

屋
で
板
を
買
入
れ
同
所
細
工
人
へ
途
り
や
彫
刻
と
も
一
式
を
依
頼
す
る
こ
と
や
、
同
じ
く
加
号
辰
翰
を
掛
け
る
場
所
と
掛
板
の
寸

法
な
ど
を
相
談
し
て
格
好
を
定
め
、
そ
の
雛
形
を
紙
で
つ
く
り
霞
山
帰
山
の
折
に
持
た
せ
る
よ
う
に
と
の
書
状
が
届
い
た
。
霞
山

は
蹄
山
し
、
本
山
へ
の
報
告
を
行
っ
た
。

一
」
一
月
ユ
ト
セ
Ⅱ
人
肥
庵
恋
立
が
本
山
よ
り
持
帰
っ
た
宝
．
Ｈ
１
九
日
付
諜
状
の
追
啓
に
は
、
開
山
国
師
加
号
辰
翰
の
写
し
を
製
紙

（
雛
形
）
通
り
に
認
め
下
す
の
で
、
看
板
の
板
や
彫
刻
な
ど
を
名
古
屋
に
て
設
え
る
よ
う
に
と
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
た
。

文
化
四
年
二
月
二
十
八
日
新
住
持
密
田
禅
密
が
本
山
よ
り
持
参
し
た
書
付
に
は
、
開
山
国
師
人
年
忌
を
翌
五
年
九
月
に
予
修
す

る
こ
と
、
修
復
な
ど
は
で
き
る
だ
け
省
略
を
し
、
本
山
へ
伺
う
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
正
眼
寺
で
は
四
月
十
五
日

に
本
山
四
派
執
事
宛
に
書
付
を
差
出
し
た
。
本
山
で
は
こ
れ
を
検
討
し
、
五
月
十
日
に
は
本
山
か
ら
の
返
書
が
届
け
ら
れ
た
。
そ

の
返
書
に
付
さ
れ
た
頭
付
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

で
遅
滞
な
く
上
達
す
る
よ
う
に
と
あ
り
、
そ
の
際
の
収
券
は
四
派
印
に
て
出
す
よ
う
に
と
あ
る
・
一
般
の
参
詣
者
に
つ
い
て
も
香

資
を
献
上
し
た
も
の
は
、
そ
の
姓
名
を
す
べ
て
書
出
し
本
山
へ
報
告
し
、
そ
の
も
の
た
ち
に
も
収
券
を
発
行
す
る
よ
う
に
と
の
事

細
か
な
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
住
持
へ
四
庵
を
呼
ん
で
申
渡
す
よ
う
に
と
あ
り
、
香
資
の
管
理
は
四
庵
に
任
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
書
付
と
と
も
に
開
山
国
師
尊
牌
中
板
と
諸
回
向
都
合
七
通
が
届
き
、
年
牌
に
つ
い
て
は
で
き
次
第
差
下
す
と
の
こ

で
あ
る
。
こ
〈

と
で
あ
っ
た
。
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一
釜
小
屋
建
替

一
中
門
両
方
石
垣
・
万
丈
前
石
垣
築
直
シ

一
竈
築
直
シ

一
高
挑
灯
拾
張
張
替

一
小
高
張
新
調

一
廊
下
・
井
戸
屋
形
建
替

一
霊
屋
木
戸
門
修
補

一
修
造
小
屋
瓦
置
直
シ

一
木
小
屋
建
替
絵
図
遣
之
、

｜
町
ロ
ョ
リ
大
門
道
筋
修
補

一
畳
表
替

一
万
丈
唐
紙
・
小
方
丈
唐
紙
張
替

一
万
丈
並
庫
裡
障
子
張
替

一
玄
関
葺
替

（
嘘
力
）

斗
張
花
蔓
水
利
則
新
調

惣
門
木
戸
仕
替

万
丈
壁
並
庫
裡
表
向
所
々
壁
塗
替

右
可
令
許
容
間
取
調
之
事

頭
付

委
敷
積
り
之
事
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一
法
事
椀
塗
替

右
塗
替
可
申
付
候
間
、
可
被
差
登
事

一
米
調
エ
味
噌
・
醤
油
仕
込

一
薪
仕
込

｜
楠
木
用
意

一
古
幕
張
替

右
伺
之
通
許
容

一
諸
役
差
定

右
先
例
之
通
可
被
取
計
蛎

一
四
塔
主
拝
借
願

一
方
丈
天
井
洗

一
庫
裡
煙
出

一
瞥
渓
庵
拝
借
願

布
幕
弐
張
新
調

右
執
事
下
向
之
時
持
参

制
札
仕
替

力
者
之
醜

右
者
此
方
二
而
可
申
付
候
間
、
寸
法
等
相
調
へ
持
参
可
有
之
候
様
取
計
之
事

右
伺
之
適
当
冬
よ
り
壱
人
可
相
増
事

許
容

一
牌
堂
屋
根
葺
替

一
上
方
宿
坊
別
段
二
取
繕
之
事

名
古
屋
一
一
而
可
申
付
事
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こ
こ
で
は
、
万
丈
の
天
井
洗
い
な
ど
五
件
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
。
本
山
で
は
正
眼
寺
の
要
望
に
応
じ
て
金
を
工
面
し
て
き
た

が
、
あ
ま
り
の
修
復
箇
所
の
多
さ
に
制
限
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
頭
付
中
の
四
塔
主
拝
借
願
お
よ
び
曹
渓
庵

拝
借
願
と
は
、
遠
韓
中
大
亀
・
徳
光
・
見
桃
・
不
二
の
四
庵
と
曹
渓
庵
が
一
一
一
里
内
門
中
出
頭
寺
院
の
宿
坊
に
あ
て
ら
れ
る
た
め
に
、

四
月
に
修
復
取
繕
い
や
小
斎
会
予
修
の
費
用
と
し
て
無
利
息
十
力
年
賦
で
各
庵
一
一
三
両
ず
つ
の
助
力
を
書
状
で
願
出
た
こ
と
に
つ

い
て
の
本
山
側
の
回
答
で
あ
っ
た
。
曹
渓
庵
に
つ
い
て
は
不
許
可
と
な
り
、
四
庵
に
つ
い
て
も
拝
借
は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
合

せ
て
一
一
○
両
（
無
利
息
で
文
化
五
年
よ
り
元
金
一
一
両
ず
つ
ト
カ
年
賦
返
済
）
と
削
減
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
正
眼
寺
で
は
、
五
月
二
十
九
Ⅱ
に
不
二
庵
宜
泰
を
本
山
へ
使
併
と
し
て
派
遣
し
、
諸
普
請
手
控
な
ど
を
持
参
さ

せ
た
。
六
月
二
十
一
日
に
は
宜
泰
が
戻
り
本
山
よ
り
の
返
書
を
持
参
し
た
。
そ
の
返
書
で
は
、
正
眼
寺
が
提
案
し
た
住
持
方
繁
多

の
た
め
徳
光
・
不
二
両
人
を
遠
謀
掛
り
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
た
が
、
速
読
予
修
を
九
月
よ
り
十
月
に
延
ば
す
こ
と

に
つ
い
て
は
、
遠
謀
川
諸
般
が
片
付
く
ま
で
と
の
理
由
で
翌
年
一
．
月
に
延
引
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
返

書
に
は
以
下
の
書
付
が
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
宜
泰
が
本
山
へ
持
参
し
た
頭
付
へ
の
回
答
で
あ
っ
た
。

一
真
前
並
廊
下
迄
木
具
“
刎
控
鋼
峅
盛
物
等
、
木
具
於
其
地
可
被
申
付
ソ
ロ

一
万
丈
了
心
院
殿
位
牌
修
補

其
地
二
而
可
被
申
付
ソ
ロ

一
霊
屋
葺
替

先
延
引

一
九
月
遠
忌
十
月
一
一
延
引
之
事

己
巳
二
月
二
相
延
シ
可
然
ソ
ロ

ー
商
磐
台

金
参
両
位
二
而
於
其
地
可
被
申
付
ソ
ロ

｜
道
具
衣

諸
役
下
向
之
節
持
参

右
五
件
衆
議
不
相
調
不
許
容

御
許
容
頭
付
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一
角
打
敷
並
槌
巾
追
テ
此
万
二
而
取
調
可
差
過
ソ
ロ

一
古
斗
帳
之
儀
、
両
仏
墹
打
敷
一
一
仕
立
直
シ
、
其
地
一
一
而
恰
好
能
様
二
可
被
取
計
事

こ
の
頭
付
に
お
い
て
も
本
山
で
は
修
繕
経
費
を
極
力
抑
え
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
事
細
か
に
指
示
を
行
っ
て
い
る
。

本
山
へ
十
一
月
十
日
に
出
さ
れ
た
書
状
に
対
す
る
十
一
月
晦
日
付
の
答
書
で
は
、
開
山
尊
像
の
帽
子
一
個
と
住
持
・
侍
衣
用
の

帽
子
一
一
個
の
仕
替
え
に
つ
い
て
は
、
明
後
年
執
事
下
向
の
時
に
持
参
す
る
と
あ
っ
た
。
ま
た
、
先
の
頭
付
の
布
幕
一
一
張
と
高
挑

灯
一
○
張
に
つ
い
て
は
、
四
○
○
年
遠
謀
の
時
は
陣
屋
へ
相
談
を
申
入
れ
、
江
戸
で
修
理
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
維
那
数
珠

一
杉
丸
太
貫
入

一
松
敷
板

一
竹

一
千
枚
板

一
縁
高
新
調

一
法
事
椀
塗
替
二
付
、
為
驚
之
事

右
塗
替
之
儀
、
遠
忌
後
迄
延
引
、
五
拾
人
前
執
事
下
向
之
節
持
参

烏
之
子
紙
三
面
枚

先
年
ハ
御
下

畳
表

同
断

右
二
件
共
此
度
ハ
其
地
二
而
調
エ
可
然
ソ
ロ

制
札
板
有
之
ソ
ロ
ハ
、
御
下
之
事

名
古
屋
一
一
而
被
調
可
然
ソ
ロ

頭
付
之
外

同
断

仮
屋
之
川
時
節
見
合
貿
人

同
断

同
断

同
断

下
直
方
百
個
可
被
申
付
ソ
ロ
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文
化
五
年
と
年
が
改
ま
っ
た
三
月
一
日
に
は
新
住
持
戒
翁
全
孝
の
入
寺
式
が
行
わ
れ
、
二
十
日
に
正
眼
寺
で
は
四
隣
寺
と
庄
屋

両
人
を
招
き
、
遠
謹
の
取
持
ち
を
頼
ん
で
い
る
。

六
月
七
日
の
暮
れ
六
つ
過
ぎ
に
見
桃
庵
薮
で
火
災
が
起
こ
っ
た
。
見
桃
庵
門
前
で
火
が
燃
え
上
が
り
、
寺
で
は
鐘
を
撞
い
て
知

ら
せ
た
の
で
、
陣
屋
役
人
・
庄
屋
・
四
隣
寺
が
見
廻
り
に
や
っ
て
来
た
。
見
桃
庵
塔
主
元
李
は
了
心
院
霊
屋
番
を
勤
め
て
お
り
、

留
守
中
の
惨
事
で
は
あ
っ
た
が
、
手
際
よ
く
防
火
し
た
の
で
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
吟
味
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
筍
の
時
期
で

獅
子
魔
）
威
し
の
松
明
を
僕
に
申
付
け
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
薮
の
中
に
置
い
て
し
ま
い
火
が
燃
え
上
が
っ
た
こ
と
が
明
か
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
元
李
は
小
万
丈
ま
で
呼
ば
れ
、
謹
慎
を
言
渡
さ
れ
た
。
十
一
日
に
は
制
札
の
仕
替
え
板
が
で
き
た
の
で
、
代
官
嶋
田

（
川
）

章
藏
へ
執
筆
を
依
頼
し
て
い
る
。
制
札
は
本
制
札
一
枚
、
山
制
札
五
枚
の
計
六
枚
が
用
意
さ
れ
た
。
本
制
札
は
新
調
さ
れ
た
が
、

山
制
札
は
古
制
札
を
取
集
め
て
削
り
直
し
代
用
し
た
。
翌
十
二
日
に
は
元
李
の
謹
慎
が
解
か
れ
た
。

閏
六
月
十
八
日
に
は
、
四
庵
よ
り
陣
屋
へ
口
上
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
前
住
持
密
田
か
ら
の
申
送
り
事
項
で
あ
り
、
了

十
二
月
十
日
寺
で
は
四
庵
よ
り
陣
屋
へ
口
上
書
を
認
め
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
正
眼
寺
で
は
定
例
の
ご
と
く
本
山
の
前
年
の
九
月
十
二
日
に
遠
諒
を
予
修
す
べ
く
、
文
化
二
年
よ
り
先
例
に

倣
っ
て
本
格
的
に
準
備
に
取
掛
か
っ
た
。
し
か
し
、
準
備
に
遅
れ
十
月
に
延
引
す
る
旨
本
山
に
願
出
る
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
本

山
よ
り
は
、
遠
諒
用
諸
般
が
片
付
く
ま
で
と
の
理
由
か
ら
、
翌
年
二
月
ま
で
延
引
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
さ
れ
た
。
正
眼
寺
で

の
遠
謹
法
要
は
予
修
が
定
例
で
あ
り
、
本
山
で
は
自
身
の
遠
謹
法
要
の
進
行
と
の
兼
合
い
で
、
ぎ
り
ぎ
り
の
住
持
交
代
時
期
で
あ

る
二
月
十
二
日
に
執
行
す
る
こ
と
を
妥
当
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
四
五
○
年
遠
譲
法
要
と
本
山
よ
り
の
下
行
金

（
二
四
五
○
年
遠
韓
法
要
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心
庵
廟
堂
元
下
通
り
へ
新
規
に
仮
番
所
を
設
憤
す
る
提
案
で
あ
っ
た
。
佐
藤
家
の
方
で
は
時
節
柄
番
所
を
仕
立
て
ら
れ
な
い
と
の

返
答
で
あ
っ
た
の
で
、
番
所
は
正
眼
寺
側
で
設
け
、
仮
足
軽
軍
人
お
よ
び
そ
の
手
当
を
佐
藤
家
へ
依
頼
し
て
い
る
。
密
川
の
代
の

文
化
四
年
五
月
十
五
日
に
出
さ
れ
た
代
官
嶋
田
章
蔵
宛
の
四
庵
よ
り
の
口
上
書
に
は
、
そ
の
理
山
と
し
て
毎
年
の
開
山
忌
の
参
詣

者
の
増
加
を
あ
げ
、
第
一
に
廟
堂
守
護
の
外
見
も
よ
く
な
り
、
一
山
の
火
の
元
の
万
事
の
固
め
に
も
な
る
と
し
て
い
る
。
享
和
三

年
の
了
心
庵
庫
裡
の
火
災
以
来
、
こ
の
年
六
月
の
見
桃
庵
薮
で
の
火
災
が
起
こ
り
、
遠
諒
に
あ
た
り
火
災
へ
の
心
配
が
高
ま
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
七
月
二
十
日
に
は
陣
屋
よ
り
仮
足
軽
を
出
す
旨
の
書
状
が
届
い
た
。

八
月
一
日
に
は
、
遠
諌
に
関
す
る
三
里
四
方
の
門
中
へ
の
役
割
や
献
立
な
ど
に
つ
い
て
、
四
塔
主
の
集
会
が
小
万
丈
で
あ
り
、

卜
八
日
に
は
使
僧
と
し
て
大
亀
庵
恵
立
が
開
山
忌
の
出
頭
門
中
へ
遠
誰
役
位
の
内
意
を
伝
え
る
た
め
に
派
過
さ
れ
た
。
九
月
に
は

了
心
庵
下
の
万
丈
庭
北
方
に
番
所
が
建
て
ら
れ
、
開
山
忌
十
一
一
日
よ
り
陣
屋
よ
り
仮
足
軽
二
人
が
出
さ
れ
た
。
正
眼
寺
で
は
一
一
の

番
所
を
速
読
の
時
に
は
中
門
に
あ
て
る
旨
、
本
山
へ
の
九
月
十
五
日
付
の
書
状
で
報
告
し
て
い
る
。
十
月
九
日
に
は
霊
屋
了
心
庵
・

拍
華
塔
開
山
堂
）
・
万
丈
・
庫
裡
・
小
万
丈
の
畳
替
や
障
子
の
張
替
え
に
取
掛
か
っ
た
。

翌
文
化
六
年
二
月
八
日
に
は
本
山
よ
り
執
事
が
到
着
し
、
同
十
二
日
開
山
国
師
四
五
○
年
遠
謀
法
要
が
執
行
さ
れ
た
。
時
の
妙

心
寺
住
持
温
州
師
淳
は
高
齢
で
あ
り
、
そ
の
代
役
と
し
て
江
戸
に
あ
る
大
雄
山
興
禅
寺
の
衡
陽
智
雄
が
派
遣
さ
れ
、
開
山
真
前
回

向
を
行
い
、
佐
藤
家
か
ら
は
霊
前
香
資
と
し
て
白
銀
二
枚
が
献
化
さ
れ
、
代
官
の
代
参
が
あ
っ
た
。
淵
Ⅱ
の
配
役
鑑
定
は
、
四

序
三
名
、
東
序
三
名
、
挙
経
四
名
（
術
忌
・
塔
調
経
・
献
粥
・
半
斎
各
一
名
）
、
座
奉
行
四
名
耐
泉
・
來
海
・
溌
雲
・
型
灘
各
派
一
名
ず
つ
）
、

給
仕
八
名
、
位
籍
奉
行
二
名
、
知
客
勝
手
見
舞
二
名
、
知
随
二
名
、
香
資
収
納
四
名
、
昭
堂
奉
行
三
名
、
万
丈
奉
行
二
名
、
万
丈

庶
務
知
殿
二
名
、
菓
頭
三
名
、
茶
頭
二
名
、
接
待
奉
行
三
名
、
副
寺
寮
見
舞
一
名
、
副
寺
寮
四
名
、
副
随
二
名
、
典
座
頭
二
名
、

（
に
力
）

調
菜
六
名
、
飯
頭
五
名
、
配
膳
八
名
、
臥
具
差
排
三
名
、
浴
頭
二
名
、
大
亀
庵
見
舞
二
名
、
徳
光
庵
見
舞
二
名
、
見
桃
庵
見
舞
一
一

名
、
不
二
庵
見
舞
二
名
、
曹
渓
寺
見
舞
二
名
、
禅
徳
寺
見
舞
二
名
、
雲
衲
宿
坊
見
舞
二
名
、
書
記
二
名
の
合
わ
せ
て
九
五
名
で
あ
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（
二
）
本
山
よ
り
の
下
行
金

先
述
し
た
よ
う
に
、
正
眼
寺
が
四
五
○
年
遠
諌
法
要
の
準
備
を
開
始
す
る
の
は
享
和
元
年
（
一
八
○
二
か
ら
で
あ
る
。
遠
諒
法

要
ま
で
の
本
山
か
ら
の
修
繕
・
修
復
等
の
た
め
の
下
行
金
を
年
次
別
に
示
せ
ば
、
享
和
元
年
二
○
両
、
同
二
年
三
○
両
、
同
一
一
一
年

六
五
両
、
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
一
四
○
両
、
同
二
年
二
○
両
、
同
一
一
一
年
一
一
一
○
両
、
同
四
年
一
五
○
両
、
同
五
年
一
五
○
両
で
あ
る
。

本
山
か
ら
の
下
行
金
は
毎
年
二
・
一
一
一
○
両
が
平
均
で
あ
る
が
、
享
和
一
一
一
年
・
文
化
元
年
と
増
加
し
て
い
る
の
は
、
先
述
し
た
了
心

庵
庫
裡
の
再
建
の
た
め
の
費
用
の
拠
出
で
あ
る
。
文
化
四
・
五
両
年
一
五
○
両
ず
つ
下
行
さ
れ
て
い
る
の
は
、
遠
謹
を
迎
え
る
た

め
の
修
繕
や
修
復
が
急
速
に
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
多
額
の
拠
出
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
山
か
ら
の
下
行
金
は
こ
れ
に
止
ま
る

り
、
こ
れ
に
加
え
て
俗
人
一
一
一
名
が
参
加
し
た
。
そ
の
ほ
か
一
一
一
里
四
方
の
門
中
寺
院
や
犬
山
瑞
泉
寺
の
塔
頭
寺
院
、
里
外
の
出

（
Ⅱ
）

頭
寺
院
な
ど
の
参
加
に
よ
り
、
法
要
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
大
任
を
果
た
し
た
上
方
執
事
が
一
一
月
十
四
日
に
は
正

眼
寺
よ
り
帰
山
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
法
要
の
実
施
が
住
持
の
交
代
時
期
に
ず
れ
込
ん
だ
た
め
に
、
前
住
持
の
戒
翁
全
孝

は
そ
の
後
も
見
桃
庵
へ
引
退
し
、
遠
謀
諸
勘
定
を
仕
上
げ
る
ま
で
逗
留
す
る
と
い
う
異
例
の
事
態
が
起
こ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
四
五
○
年
遠
諒
法
要
は
僧
俗
一
体
と
な
り
滞
り
な
く
終
了
し
た
。
こ
の
法
要
は
毎
年
の
開
山
忌
と
は
大
き
く

異
な
り
一
一
一
里
四
方
の
門
中
の
み
な
ら
ず
、
瑞
泉
寺
の
塔
頭
寺
院
や
里
外
の
出
頭
寺
院
な
ど
の
多
数
の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

正
眼
寺
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
寺
院
の
協
力
な
く
し
て
は
法
要
を
盛
大
に
挙
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
も
い
え
、
一
般
参
加
者
を
関

山
の
聖
地
へ
呼
び
込
む
上
で
も
、
こ
れ
ら
の
寺
院
の
参
加
と
協
力
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
正
眼
寺
で
は
、

当
Ｈ
へ
の
火
災
へ
は
再
三
の
注
意
を
払
い
、
新
規
の
番
所
の
設
置
と
佐
藤
家
よ
り
の
仮
足
峰
の
派
週
協
力
に
漕
ぎ
つ
け
て
い
る
。

緬
主
が
法
要
へ
協
力
し
た
の
は
、
伊
深
村
を
知
行
所
と
す
る
上
で
も
正
眼
寺
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、
領
主
支
配
と

（
世
）

一
体
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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文
化
七
年
庚
午
歳
九
月
Ⅱ
六
日
総
評
衆
議
一
「
正
眼
寺
遠
忌
前
後
所
々
修
覆
有
之
事
故
、
雨
漏
ハ
格
別
、
己
来
十
個
年

之
間
諸
普
請
堅
ク
令
停
止
ソ
ロ
、
此
段
致
議
定
置
記
録
之
写
差
過
シ
可
然
ソ
ロ
ト
也

す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
本
山
か
ら
の
以
後
十
年
間
の
普
請
禁
止
命
令
で
あ
る
。
本
山
で
は
自
身
の
速
認
法
要
を
執
行
す
る
た
め
の

費
用
と
同
時
に
、
正
眼
寺
の
修
繍
・
修
復
費
を
背
負
い
込
む
こ
と
と
な
り
、
財
政
に
破
綻
を
招
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
享
和

元
年
よ
り
文
化
七
年
ま
で
の
十
年
間
の
本
山
か
ら
の
下
行
金
は
あ
わ
せ
て
八
一
五
両
に
も
上
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
山
は
正
眼
寺
へ
遠
諒
法
要
後
も
金
を
工
面
し
つ
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
山
が
正
眼
寺
に
金
を
工
面

し
つ
づ
け
た
の
は
、
正
眼
寺
が
関
山
の
聖
胎
長
養
の
地
で
あ
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
遠
諒
法
要
が
宗
門
に
と
っ
て
開
山
の
威
光
を

公
に
示
す
重
要
な
行
事
で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
正
眼
寺
に
と
っ
て
も
毎
年
の
開
山
忌
へ
の
一
般
参
詣
者
の
増
加
が
あ
り
、
寺

の
威
厳
を
保
つ
た
め
に
も
五
十
年
に
一
度
の
大
行
事
を
壮
大
に
執
り
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
と
な
く
、
そ
の
後
の
文
化
六
年
に
は
一
三
○
両
、
同
七
年
に
は
八
○
両
拠
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
連
説
当
日
ま
で
に
玄
関
や

霊
屋
の
屋
根
の
葺
替
え
が
間
に
合
わ
ず
、
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
そ
の
後
の
工
事
費
川
の
必
要
か
ら
で
あ
っ
た
。
本
山

で
は
自
身
の
遠
謀
法
要
を
執
行
す
る
た
め
の
金
を
工
面
す
る
中
で
、
正
眼
寺
へ
金
を
融
通
し
つ
づ
け
て
い
た
。
し
か
し
、
文
化
八

年
二
八
一
一
）
正
月
に
本
山
よ
り
届
い
た
書
状
に
は
以
下
の
写
し
が
付
さ
れ
て
い
た
。

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
ま
と
め
小
稿
を
終
え
た
い
。
正
眼
寺
の
四
五
○
年
遠
謹
法
要
が
延
期
さ
れ
た
最
大

の
理
由
は
、
享
和
三
年
八
月
に
起
き
た
了
心
庵
庫
裡
火
災
事
件
で
あ
り
、
そ
の
庫
裡
の
再
建
が
法
要
へ
の
準
備
期
間
を
遅
ら
せ
た
。

正
眼
寺
で
は
寺
側
主
導
で
庫
裏
の
再
建
を
急
ぎ
、
文
化
二
年
五
月
の
完
成
に
あ
わ
せ
て
法
要
の
本
格
的
な
準
備
に
取
掛
か
る
が
、

記
録
之
写
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定
例
の
予
修
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
カ
月
遅
れ
の
十
月
で
の
実
施
を
本
山
に
願
出
る
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
本
山

で
は
自
身
の
遠
諒
法
要
の
時
期
を
見
計
ら
っ
た
上
で
、
遠
韓
用
諸
般
が
片
付
く
ま
で
と
の
理
由
か
ら
、
住
持
交
代
時
期
の
二
月
ま

で
延
引
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

正
眼
寺
は
、
当
該
期
に
は
領
主
支
配
を
超
え
た
地
域
の
人
々
に
よ
り
関
山
と
の
由
緒
を
も
つ
地
方
寺
院
で
あ
る
と
認
知
さ
れ
、

毎
年
の
開
山
忌
に
は
一
般
参
加
者
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
四
五
○
年
遠
諒
法
要
は
、
毎
年
の
開
山
忌
と
は
大
き
く
異
な
り

三
里
四
方
の
門
中
寺
院
の
み
な
ら
ず
、
瑞
泉
寺
の
塔
頭
寺
院
や
里
外
の
出
頭
寺
院
な
ど
の
多
数
の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
正
眼

寺
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
寺
院
の
協
力
な
く
し
て
は
法
要
を
盛
大
に
挙
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
も
い
え
、
一
般
参
加
者
を
関
山
の

聖
地
へ
呼
び
込
む
上
で
も
、
こ
れ
ら
の
寺
院
の
参
加
と
協
力
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
正
眼
寺
で
は
、
当

日
へ
の
火
災
へ
は
再
三
の
注
意
を
払
い
、
新
規
の
番
所
の
設
置
と
佐
藤
家
よ
り
の
仮
足
軽
の
派
遣
協
力
に
漕
ぎ
つ
け
て
い
る
。
領

主
が
法
要
へ
協
力
し
た
の
は
、
正
眼
寺
の
存
在
が
領
主
支
配
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
山
は
正
眼
寺
へ
遠
諒
法
要
後
も
金
を
工
面
し
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
の
結
果
本
山
で
は
財
政
に
破
綻
を
生
じ
、
文

化
七
年
九
月
の
衆
評
で
正
眼
寺
に
対
し
て
、
以
後
十
年
間
の
普
請
を
禁
止
す
る
こ
と
を
取
決
め
た
。
こ
の
よ
う
に
本
山
が
正
眼
寺

に
金
を
工
面
し
つ
づ
け
た
の
は
、
正
眼
寺
が
関
山
の
聖
胎
長
養
の
地
で
あ
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
遠
諒
法
要
が
宗
門
に
と
っ
て
開

山
の
威
光
を
公
に
示
す
重
要
な
行
事
で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
正
眼
寺
に
と
っ
て
も
毎
年
の
開
山
忌
へ
の
一
般
参
詣
者
の
増
加

が
あ
り
、
寺
の
威
厳
を
保
つ
た
め
に
も
五
十
年
に
一
度
の
大
行
事
を
壮
大
に
執
り
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

主一
重
、

（
１
）
『
妙
法
川
正
眼
禅
寺
誌
』
（
正
眼
寺
誌
編
纂
委
員
会
、
』
九
五
四
年
）
、
一
一
八
頁
。

（
２
）
竹
貫
元
勝
『
伊
深
正
眼
禅
寺
の
歩
み
』
（
正
眼
寺
、
二
○
○
五
年
）
、
三
五
頁
。
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（
３
）
竹
此
氏
は
、
こ
の
時
期
の
正
眼
寺
の
造
岱
に
つ
い
て
、
寛
文
八
年
綿
府
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
諸
宗
寺
院
法
度
を
汕
捉
に
、
新
地
建
立
寺
院
で
は
な
く
、
茅

雌
・
・
」
側
川
刀
の
Ⅲ
成
碓
修
復
を
越
前
と
し
た
修
造
畑
雛
で
あ
っ
た
と
す
る
（
竹
肛
仙
掲
艸
、
：
：
瓜
）
。

（
４
）
小
縞
の
記
述
の
大
部
分
は
こ
の
「
紐
録
」
「
引
洲
」
に
よ
っ
て
い
る
。

（
５
）
平
成
十
七
年
（
二
○
○
五
）
Ｉ
Ⅱ
十
一
、
に
は
六
瓜
○
年
速
紳
法
典
が
盛
大
に
執
行
さ
れ
た
。

（
６
）
川
辺
大
嶋
家
の
分
家
で
あ
り
、
加
治
田
一
付
六
○
○
石
を
領
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
詰
役
人
平
井
・
服
部
両
家
に
つ
い
て
は
、
中
島
勝
國
『
加
治
田
大
嶋

氏
地
誌
役
人
「
御
用
状
控
」
（
二
』
（
『
揃
加
町
文
化
財
調
査
報
告
将
』
第
九
号
、
一
．
○
○
○
年
）
の
解
説
を
参
照
。

（
７
）
山
本
猪
助
は
、
寛
政
１
年
（
一
七
九
八
）
ん
Ｈ
１
几
Ⅱ
頃
代
禰
と
し
て
赴
任
し
、
単
馴
四
年
．
月
旦
１
－
Ⅱ
伊
深
付
に
て
死
去
す
る
。
雌
乗
好
曜
地
に
蝋

碑
が
あ
る
（
渡
辺
蝿
『
伊
深
の
雁
山
』
．
几
几
几
年
、
、
八
、
）
。

（
８
）
術
水
没
兵
衛
は
、
喫
机
北
年
（
八
○
一
）
八
ｕ
Ｌ
Ｈ
頃
伊
深
付
に
赴
任
し
山
本
の
次
席
を
勤
め
る
。
山
水
死
後
殿
收
守
と
し
て
文
化
旭
年
｛
八
○
川
）

叫
月
一
十
日
に
陣
屋
へ
移
り
、
そ
の
後
代
官
に
昇
格
し
、
同
二
年
九
月
一
望
十
八
日
ま
で
勤
め
ろ
。

（
９
）
佐
藤
家
で
は
当
時
寺
よ
り
家
で
五
○
○
両
、
村
役
人
二
名
の
名
義
で
八
○
両
計
五
八
○
両
の
祠
堂
金
を
借
用
し
て
お
り
、
兀
○
○
両
分
に
つ
い
て
は
毎
年

Ｉ
．
一
月
水
に
．
．
、
八
両
の
利
息
金
が
寺
へ
渡
さ
れ
て
い
る
。

（
川
）
鵬
川
厳
藏
は
、
文
化
２
年
几
Ⅱ
、
’
八
Ⅱ
ｍ
代
、
と
し
て
赴
任
し
、
Ｍ
Ｌ
年
上
川
．
．
－
八
Ⅱ
伊
深
付
に
て
妬
火
す
る
。

（
Ⅱ
）
「
妙
法
山
脈
限
柳
＄
総
』
、
、
四
．
一
口
。
な
お
、
こ
の
件
で
は
配
役
伽
の
内
択
を
伽
蝋
．
：
人
、
乎
椚
七
六
人
と
す
る
こ
と
か
ら
九
七
人
と
な
り
、
〈
川
汁
人

数
が
一
致
し
な
い
ま
た
、
竹
仙
前
掲
将
、
一
七
Ｗ
Ⅱ
。

（
尼
）
拙
稿
「
旗
本
佐
藤
家
の
ｒ
心
院
．
五
○
回
遥
法
要
の
執
行
に
つ
い
て
’
十
代
信
顕
の
緬
王
権
威
の
回
復
Ｉ
」
（
竹
凶
元
勝
博
北
還
勝
記
念
論
文
架
宝
禅
と
そ

の
周
辺
学
の
研
究
』
永
山
又
呂
堂
、
一
．
○
○
五
年
）
で
は
、
派
眼
寺
が
佐
藤
家
の
法
要
を
通
し
て
領
主
権
威
の
回
復
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。

（
付
記
）

小
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
快
く
所
蔵
文
書
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
正
眼
寺
住
職
山
川
宗
玄
老
大
師
に
は
衷
心
よ
り
感
謝
の
意

を
表
し
た
い
。
ま
た
、
「
記
録
」
中
に
は
「
頭
付
之
分
ハ
遠
忌
記
録
干
留
書
別
記
」
「
委
ハ
遠
忌
記
録
別
記
」
「
連
署
文
遠
忌
記
録
別
記
」

「
又
遠
忌
記
干
留
書
」
等
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
遠
忌
の
詳
細
な
内
容
を
示
す
別
帳
立
て
の
「
記
録
」
「
留
書
」
の
存
在
が
確
認
さ
れ

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
発
見
さ
れ
ず
、
そ
の
内
容
を
充
分
に
小
稿
に
擬
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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